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Ⅰ．事業概要

Ⅱ．課題・事業設計の振返り

Ⅲ．今回の事業実施で達成される状態（アウトプット）※複数設定の場合はコピーし複数記載ください。

①受益者 ②課題

その他 就業困難

その他 その他

Ⅳ．アウトカム（事業実施以降に⽬標とする状況）*

Ⅴ．活動

Ⅵ．想定外のアウトカム、活動、波及効果など

Ⅶ．事業終了時の課題を取り巻く環境や対象者の変化と次の活動

実施時期: 2021年6⽉〜2022年3⽉
事業対象地域: 愛媛県
事業対象者: 精神疾患患者（アルコール依存症、ギャンブル依存症等）

課題設定、事業設計に関する振り返り

まずニーズについては、新型コロナが当初の想定以上に⻑期化していることもあり、アルコール等依存症患者の増加が病院の依存症外来等の増加にまだ現れていない
事が挙げられる。これは、外出⾃粛に伴う受診抑制や、企業のテレワーク等の継続により潜在的依存症患者の異変について、⾃⾝や周囲がまだ気付いていない状況が
考えられる。よって、依存症患者へのアウトリーチについては改めて難しさを実感しており、地域の断酒会との連携など今後更なる⼯夫が必要と考えている。また、
当初は依存症患者の復職⽀援を⾏う専⾨の職員を雇⽤する計画であったが、募集を⾏ったものの申込が⼀切無かったため、既存職員が関連研修を受講して対応する形
に変更した。精神科デイケアのプログラムについては⼤きく変化し、本事業実施前はレクリエーション的なプログラムが多くを占めていたが、本事業実施後は、パソ
コン教室による復職を意識した実践的⽀援を取り⼊れ、就労⽀援に掛けるコマ数も増やしている。現利⽤者の復職等の成果が現れるのはこれからとなるが、復職にあ
たっての課題発⽣時には連携する福祉機関や銀⾏とも随時相談して課題解決を図っていきたい。

③今回の事業実施で達成される状態
（アウトプット）

④指標 ⑤⽬標値・⽬標状態 ⑥結果 ⑦考察

当院を受診したアルコール等依存症患者の就
労及び復職の実現

治療開始後1年間の就
労及び復職を実現した
⼈数、割合

事業完了報告書 （実⾏団体）

事業名: 依存症患者リワーク強化型精神科デイ・ケア
資⾦分配団体名: プラスソーシャルインベストメント株式会社
実⾏団体名: 医療法⼈誓⽣会

事業実施概要

新型コロナウイルス感染拡⼤の⻑期化によってアルコール等依存症患者が増加しており、当該患者の早期治療と早期社会復帰を実現するため、当院が有する精神科デ
イケア施設を移転新築しリニューアルした。当該取組によりハード⾯では耐震上の課題クリアや感染防⽌対策の強化が図られ、ソフト⾯においてはリワーク⽀援に係
る研修を受講した職員を中⼼として、PC作業等を活⽤した復職⽀援プログラムの強化が図られた。

2022年4⽉5⽇

依存症治療を開始した⼈数の
うち、1年以内に⽇常⽣活復
帰、就労、復職を実現した⼈
数の割合が50％以上

復職者等集計予定：
2023年2⽉

受益者：アルコール等依存症患者
リワーク強化型のプログラムは開始できたが、計数として成
果に現れるには期間を要する。また、依存症はリバウンドを
繰り返すため、⻑期的な⽀援が必要である。

治療中のアルコール等依存症患者の状態改善
治療を開始した患者の
GAF尺度の改善

治療開始時と3ヶ⽉後
のGAF尺度を⽐較し、
改善した患者の割合が
70％以上

GAF⽬標集計予定：
2022年8⽉

受益者：アルコール等依存症患者
課題：健康状態の悪化
現在デイケア利⽤中の依存症患者は○名中○名についてGAF
尺度が改善しており、有効性は認められる。

事業実施以降に⽬標とする状況
当院の⼊院医療及び精神科デイケアを含む外来医療を受診したアルコール等依存症患者が、集中的な専⾨療法により症状が改善し、治療開始から1年以内を⽬途に、
⾃⽴した⽇常⽣活および⼀般企業等への就労や復職を果たすこと。

考察等

施設のリニューアルオープン後、病院ホームページにおいてリリースを公表し、周知を⾏った。また、アウトリーチ構築のため⾏政委託機関である「障害者就業・⽣
活⽀援センター ジョブあしすとUMA」との今後の協働体制について情報共有を⾏った。また、就労継続⽀援B型などの福祉的就労、及び⼀般就労を⾒据えた就労移
⾏⽀援を実施している「社会福祉法⼈ 光と⾵」と今後の連携体制について了解を得ている。また、当院⾃⾝としてはサテライトの⼼療内科・精神科診療所を開設し
ており、依存症患者が気軽に受診できるよう院⻑以下意識統⼀がなされている。今後は⽀援の⼿が全く届いていない潜在患者に対していかにアプローチをしていくか
を課題として認識している。

精神科デイケア施設建物の新築、器具備
品の購⼊ 計画通り

計画通り竣⼯した。建材⾼騰によりプレハブ⼯法に切り替え、概ね予算通りとなった。

依存症患者の復職⽀援を実施する職員の雇⽤
中⽌ 職員の募集を⾏うも応募が⼀切無かったため、既存職員が専⾨研修を受講して対応する事とした。

活動 進捗 概要

リワーク強化型プログラムの実施 計画通り 移転前から先⾏してプログラムを実施、移転後はパソコン教室等の実践訓練をより⼀層強化している。

精神科デイケア施設リニューアルオープン
計画通り 計画通りの時期にリニューアルオープンした。

精神科デイケアでの依存症患者の受け⼊れ開始
計画通り リニューアルのため、移転前の段階から受け⼊れ⾃体は開始している。

想定外のアウトカム、活動、波及効果な
ど

特になし。

課題を取り巻く変化

コロナ禍におけるアルコール等依存症患者の増加については、報道・ニュース等でも取り沙汰されたが、実際の当院の患者動態を⾒る限りは、受診患者が急増してい
る様⼦はみられない。これはコロナ禍で⼈との接触が減少し、潜在的な依存症患者に周囲の⽬が届いていない可能性や、⼀⽅でコロナ禍が⻑期化していることで⼈々
が⾃粛⽣活に慣れ、コロナが拡⼤し始めた初期ほどのストレスは抱えていない可能性も考えられる。しかしながら依存症患者の総数が増えない場合であっても、軽度
依存症患者がより重度化し得る環境が揃っていると⾔えるため、受診患者の数だけに着⽬するのではなく、依存症患者の重症度の変化や⾝体合併症にも留意していく
必要がある。よって、当院の内科とも連携して総合的な治療を提供できる体制を強化していきたい。



Ⅷ. 他団体との連携

Ⅸ．インプット ※事業完了⽉の⽉次収⽀管理簿の⾦額を⼊⼒ください。（精算⾦額と⼀致させる必要はありません）

Ⅺ. ガバナンス・コンプライアンス実績

②ガバナンス・コンプライアンス体制

⼀部未公開
現状は公開が義務付けられている介護職員の処遇改善加算⾦関連の規程のみ公開
しているが、病院という特殊性も考慮し公開するかどうかを慎重に検討したい。

変更はなかった

状況 内容

はい

2. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 はい

1. 社員総会、評議員会、理事会は、規程類の定める通りに開催されてい
ますか。

はい

1.事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。

2.上記設問1で「整備中」の場合は、事業開始時と⽐較して、整備状況
がどのように改善されたかを記載してください。

3.整備が完了した規程類を⾃団体のwebサイト上で広く⼀般公開してい
ますか。

4.変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。

完了
医療法および政令、医療保険制度・介護保険制度の施設基準に従い、規程類の整
備を実施済みである。

障害者就業・⽣活⽀援センター ジョブあしすとUMA

障害福祉サービス事業所ゆうゆう

精神科デイケアリニューアルオープンの案内と、依存症患者の受⼊れについて情報交換会を実施

精神科デイケアリニューアルオープンの案内と、就労⽀援の連携について情報交換会を実施

連携先 実施内容・結果

3.関連する規程類や資⾦提供契約の定めどおり情報公開を⾏っています
か。

4.コンプライアンス委員会またはコンプライアンス責任者を設置してい
ましたか。

5.ガバナンス・コンプライアンスの整備や強化施策を検討・実施しまし
たか。

はい

はい

7.本事業に対して、国や地⽅公共団体からの補助⾦・助成⾦等を申請、
または受領していますか。

いいえ

8.内部通報制度は整備されていますか。 はい

6.報告年度の会計監査はどのように実施しましたか。
（実施予定の場合含む）（複数選択可）

外部監査
内部監査

実施予定はない
当医療法⼈の監査

100.0%

100.0%
管理的経費 #DIV/0!

事業費
直接事業費

40,000,000 40,000,000合計

①規程類※の整備実績 
 

状況

4.報告書等

広報内容

3.広報制作物、購⼊物等でシンボルマークの活⽤⽅法（事例）

当院のホームページにてリリースと施設の紹介を掲載。

特になし。

特になし。

施設建物に休眠預⾦活⽤事業のシンボルマークを貼付。

内容

補⾜説明
特になし

Ⅹ. 広報実績 

内容

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等）

2.広報制作物等 当該事業費を使って製作したもの

計画額
40,000,000

0

実績額
40,000,000

0

執⾏率


